
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
国
際
環
境
変
化
認
識
の
重
要
性

堀　

部　

政　

男

は　

じ　

め　

に

日
本
の
個
人
情
報
保
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
極
め
て
大
き
い
。

個
人
情
報
保
護
の
分
野
で
は
、
条
例
の
制
定
が
先
行
し
、
そ
れ
が
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
て
か
ら
約
四
〇
年
が
経
過
し
た
。
日

本
で
個
人
情
報
保
護
の
条
例
化
に
関
心
が
集
ま
っ
た
時
期
は
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
関
係
の
法
律
が
成
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
特
に
欧
州
に
お
い
て
は
多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
、
こ
の
と
こ
ろ
一
定
の
方
向
が
明
確
に

な
り
、
日
本
で
も
そ
の
方
向
性
を
的
確
に
認
識
し
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
展
開
も
含
め
て
現
段
階
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
特
に
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
国
際
的
動
向
の
検
討
を
行
い
、
国
際
環
境
変
化
認
識
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
１
）
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一　

欧
州
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
沿
革
と
現
状
・
将
来

情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
の
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
現

象
は
、
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
共
通
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
保
護
水
準
を
共
通
化
す
る

試
み
も
歴
史
的
に
み
ら
れ
る
。

欧
州
連
合
（European U

nion, EU

）
と
い
う
名
称
（
組
織
体
）
に
な
る
ま
で
に
は
一
九
五
二
年
以
来
の
歴
史
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
割
愛
し
、
一
九
九
三
年
に
発
効
し
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
（M

aastricht T
reaty

）
に
よ
っ
て

発
足
し
た
欧
州
連
合
を
軸
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

欧
州
連
合
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
沿
革
と
現
状
・
将
来
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

　

・
第
一
段
階　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
各
国
デ
ー
タ
保
護
法
の
制
定

　

・
第
二
段
階　

一
九
九
五
年
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
採
択
・
発
効

　

・
第
三
段
階　

二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
採
択
・
施
行

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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二　

第
一
段
階　

各
国
デ
ー
タ
保
護
法
の
制
定

今
日
の
E
U
加
盟
国
の
中
で
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
最
も
早
く
、
一
九
七
三
年
に
デ
ー
タ
法
を
制
定
し
た
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
E
U
加
盟
は
一
九
九
五
年
）。
現
在
の
加
盟
国
・
非
加
盟
国
を
問
わ
ず
、
欧
州
の
い
く
つ
か
の
国
の
デ
ー
タ
保
護
法

を
年
代
順
に
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
こ
こ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
及
び
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
制
定

状
況
を
み
る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
）。

一
九
七
七
年　

西
ド
イ
ツ
（
当
時
）　

連
邦
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
七
八
年　

デ
ン
マ
ー
ク　

民
間
登
録
等
法
、
公
的
機
関
登
録
法

一
九
七
八
年　

ノ
ル
ウ
ェ
ー　

個
人
デ
ー
タ
登
録
法

一
九
七
八
年　

フ
ラ
ン
ス　

情
報
処
理
・
蓄
積
及
び
自
由
に
関
す
る
一
九
七
八
年
一
月
六
日
法
律
第
七
八
─
一
七
号

一
九
七
八
年　

オ
ー
ス
ト
リ
ア　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
七
九
年　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人
デ
ー
タ
利
用
規
制
法

一
九
七
九
年　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド　

民
間
登
録
等
法
、
公
的
機
関
登
録
法

一
九
八
一
年　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド　

個
人
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
に
関
す
る
法
律

一
九
八
一
年　

イ
ス
ラ
エ
ル　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法

一
九
八
三
年　

サ
ン
・
マ
リ
ノ　

個
人
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
収
集
を
規
制
す
る
法
律

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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一
九
八
四
年　

英
国　

デ
ー
タ
保
護
法

一
九
八
六
年　

マ
ン
島　

デ
ー
タ
保
護
法

一
九
八
六
年　

ガ
ー
ン
ジ
ー　

デ
ー
タ
保
護
（
ガ
ー
ン
ジ
ー
）
法

一
九
八
七
年　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド　

個
人
デ
ー
タ
法

一
九
八
七
年　

ジ
ャ
ー
ジ
ー　

デ
ー
タ
保
護
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）
法

一
九
八
八
年　

オ
ラ
ン
ダ　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
八
八
年　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド　

デ
ー
タ
保
護
法

一
九
九
〇
年　

*

ス
ロ
ベ
ニ
ア　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
九
一
年　

ポ
ル
ト
ガ
ル　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
九
二
年　

ベ
ル
ギ
ー　

個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法

一
九
九
二
年　

ス
イ
ス　

デ
ー
タ
保
護
法

一
九
九
二
年　

ス
ペ
イ
ン　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
九
二
年　

*

チ
ェ
コ　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

一
九
九
二
年　

*

ハ
ン
ガ
リ
ー　

情
報
自
己
決
定
及
び
情
報
自
由
に
関
す
る
法
律

一
九
九
二
年　

ス
ロ
バ
キ
ア　

個
人
デ
ー
タ
の
保
護
に
関
す
る
法
律

一
九
九
六
年　

イ
タ
リ
ア　

個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
統
合
法

一
九
九
六
年　

*

エ
ス
ト
ニ
ア　

デ
ー
タ
保
護
法
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一
九
九
六
年　

*

リ
ト
ア
ニ
ア　

個
人
デ
ー
タ
の
法
的
保
護
に
関
す
る
法
律

一
九
九
七
年　

ギ
リ
シ
ャ　

個
人
デ
ー
タ
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律

一
九
九
七
年　

*

ポ
ー
ラ
ン
ド　

個
人
デ
ー
タ
の
保
護
に
関
す
る
法
律

一
九
九
八
年　

*
ス
ロ
バ
キ
ア　

個
人
デ
ー
タ
保
護
法

（
＊
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
に
、
Ｅ
Ｕ
に
新
た
に
加
盟
し
た
国
で
あ
る
。）

三　

第
二
段
階　

一
九
九
五
年
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令

㈠　

Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
採
択

ア　

最
初
の
デ
ー
タ
保
護
指
令
提
案

当
時
の
欧
州
共
同
体
（European Com

m
unities, EC

）
理
事
会
（Council

）
は
、
一
九
九
〇
年
七
月
二
七
日
に
、
①
「
個
人

デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
に
関
す
る
理
事
会
指
令
提
案
」（Proposal for a Council D

irective concerning the 

protection of individuals in relation to the processing of personal data

）
及
び
②
「
公
衆
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
、
特
に
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
及
び
公
衆
デ
ジ
タ
ル
移
動
体
通
信
網
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
理
事
会
指
令
提
案
」

（Proposal for a Council D
irective concerning the protection of personal data and privacy in the context of 

public digital telecom
m

unications netw
orks, in particular the integrated services digital netw

orks （ISD
N

） and 

public digital m
obile netw

orks

）
を
採
択
し
た
。
こ
れ
ら
は
、「
提
案
」（proposal

）
段
階
の
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
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イ　

指
令
（D

irective

）
の
法
的
性
格 

こ
こ
に
出
て
く
る
指
令
（D

irective

）
の
法
的
性
格
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
指
令
は
、
達
成
す
べ
き
結
果
に
つ
い
て
そ
の
名
宛
の
す
べ
て
の
加
盟
国
を
拘
束
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
方
式
及
び
手
段

に
つ
い
て
は
加
盟
国
の
機
関
の
選
択
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。」（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
八
九
条
第
三
段
）（
後
述
の
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第

二
八
八
条
第
三
段
）

換
言
す
れ
ば
、
指
令
は
、
後
述
す
る
規
則
（Regulation

）
の
よ
う
に
直
接
適
用
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
加
盟
国
を
拘
束
す
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
間
に
お
い
て
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
の
調
和
・
統
一
を
図
ろ
う

と
す
る
方
向
が
出
て
き
た
。

ウ　

改
正
提
案

こ
の
最
初
の
指
令
提
案
を
め
ぐ
っ
て
各
方
面
で
多
彩
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
欧
州
委
員
会
は
、
一
九
九

二
年
一
〇
月
一
五
日
、「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
理
事
会
指
令
の

改
正
提
案
」（A

m
ended proposal for a Council D

irective on the protection of individuals w
ith regard to the 

processing of personal data and on the free m
ovem

ent of such data

）
を
明
ら
か
に
し
た
。

改
正
提
案
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
最
初
の
提
案
が
「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、「
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
」
と
い
う
新
た
な
表
記
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
欧
州
委
員
会
の

担
当
者
は
、「
情
報
の
自
由
な
流
れ
」（free flow

 of inform
ation

）
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、外
部
の
意
見
（
筆
者
の
意
見
を
含
む
）

（
9
）
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を
も
踏
ま
え
た
結
果
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

エ　

デ
ー
タ
保
護
指
令
の
採
択

そ
の
後
も
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
一
九
九
五
年
七
月
二
四
日
に
「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当

該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
指
令
」（D

irective of the European Parliam
ent and of the 

Council on the protection of individuals w
ith regard to the processing of personal data and on the free 

m
ovem

ent of such data
） 
が
公
表
さ
れ
、「
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る

一
九
九
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
九
五
／
四
六
／
Ｅ
Ｃ
指
令
」（D

irective 95/46/EC of the European 

Parliam
ent and of the Council of 24 O

ctober 1995 on the protection of individuals w
ith regard to the 

processing of personal data and on the free m
ovem

ent of such data

）
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
掲
の
②
の
「
公
衆
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
、
特
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
及
び
公
衆
デ
ジ
タ
ル
移
動
体
通
信
網
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
及

び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
理
事
会
指
令
提
案
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
個
人
情
報
保
護
指
令
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
て
、

一
九
九
七
年
一
二
月
一
五
日
に
「
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
一
九
九
七
年

一
二
月
一
五
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
指
令
九
七/

六
六/
Ｅ
Ｃ
」（D

irective 97/66/EC of the European Parliam
ent 

and of the Council of 15 D
ecem

ber 1997 concerning the processing of personal data and the protection of 

privacy in the telecom
m

unications sector

）
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

（
10
）
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㈡　

デ
ー
タ
保
護
指
令
の
発
効
と
加
盟
国
の
対
応
状
況

デ
ー
タ
保
護
指
令
は
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
四
日
に
発
効
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
ま
で
に
、
国
内
法
を
整
備
し
た
国
は
、
イ

タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
五
か
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
個
人
情
報
保
護
法
を
有

し
な
か
っ
た
イ
タ
リ
ア
及
び
ギ
リ
シ
ャ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
六
年
及
び
一
九
九
七
年
に
法
律
を
制
定
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
及

び
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
そ
れ
ま
で
の
法
律
に
と
っ
て
代
わ
る
新
た
な
保
護
法
を
制
定
し
た
。

四　

第
三
段
階　

二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
採
択
・
施
行

㈠　

二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
・
施
行
・
適
用

ア　

規
則
の
法
的
性
格

第
三
段
階
は
、
二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（General D

ata Protection Regulation, GD
PR

）
採
択
・
施
行

で
あ
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
るRegulation
を
ど
の
よ
う
に
訳
す
か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
法
第
一
五

条
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
規
則
」
及
び
国
・
地
方
の
法
令
で
使
わ
れ
て
い
る
規
則
と
は
異
な
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

前
述
の
機
能
条
約
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
規
則
は
、
一
般
的
な
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
規
則
は
、
そ
の
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
拘
束
力
を
有
し
、
す
べ
て
の
加
盟

国
に
お
い
て
直
接
適
用
が
可
能
な
も
の
と
す
る
。」（
Ｅ
Ｕ 

機
能
条
約
第
二
八
八
条
第
二
段
）
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イ　

一
九
九
五
年
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
と
二
〇
一
二
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
の
比
較

欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
二
五
日
に
、「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移

動
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
規
則
（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）」（Regulation of the European Parliam

ent and of 

the Council on the protection of individuals w
ith regard to the processing of personal data and on the free 

m
ovem

ent of such data （General D
ata Protection Regulation

）
を
提
案
し
た
。

当
時
、
一
九
九
五
年
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
と
二
〇
一
二
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
と
を
比
較
し
て
み
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

・
一
九
九
五
年
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令　

前
文
四
二
項
目
・
本
文
三
四
条

・
二
〇
一
二
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案　

前
文
一
三
九
項
目
・
本
文
九
一
条

ウ　

Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
四
日
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
改
正
提
案
に
つ
い
て
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
五
日
ま
で
意

見
募
集
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
三
〇
五
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
市
民
か
ら
五
四
件
、
公
的
機
関
か
ら
三
一
件
、
私
的
組
織
か
ら
二

二
〇
件
で
あ
っ
た
。

地方公共団体における個人情報保護国際環境変化認識の重要性
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エ　

そ
の
後
の
経
緯

そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
い
か
に
多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
欧
州
委
員
会

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
ポ
ー
タ
ル
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
の
経
緯
等
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

オ　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
採
択
・
施
行
・
適
用

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
採
択
・
施
行
・
適
用
は
、
結
論
の
み
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

・
二
〇
一
六
年
四
月
八
日　

理
事
会
（Council of the European U

nion

）
で
採
択
さ
れ
た
。

　

・
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日　

欧
州
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

　

・�

二
〇
一
六
年
四
月
二
七
日　
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
係
る
自
然
人
の
保
護
と
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
、
及
び
、

指
令
九
五/

四
六/

Ｅ
Ｃ
を
廃
止
す
る
、
二
〇
一
六
年
四
月
二
七
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
二
〇
一
六
／
六
七
九
（
Ｅ
Ｕ
）

規
則
（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）」（Regulation 

（EU

） 2016/679 of the European Parliam
ent and of the Council 

of 27 A
pril 2016 on the protection of natural persons w

ith regard to the processing of personal data and 

on the free m
ovem

ent of such data, and repealing D
irective 95/46/EC 

（General D
ata Protection 

Regulation

））
が
成
立
し
た
。

　

・
二
〇
一
六
年
五
月
四
日　

Ｅ
Ｕ
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

・
二
〇
一
六
年
五
月
二
四
日　

施
行
さ
れ
た
（
Ｅ
Ｕ
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
日
の
二
〇
日
後
に
施
行
）。

　

・
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日　

適
用
さ
れ
る
。

（
11
）
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カ　

指
令
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
と
の
比
較

指
令
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
形
式
面
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　

前
文　
　
　
　
　

章
数　
　

 

条
数

指
令　
　
　
　

七
二
項　
　
　
　

七
章　
　

三
四
条

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ　

一
七
三
項　
　
　

一
一
章　
　

九
九
条

㈡　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
全
体
像

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
み
る
な
ら
ば
、
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
概
念
（
例
え
ば
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」

（right to be forgotten

））
に
つ
い
て
も
一
定
の
認
識
は
得
ら
れ
る
が
、
字
数
の
関
係
で
こ
こ
で
は
全
体
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
各
章
（Chapter

）、
各
節
（Section
）
の
タ
イ
ト
ル
及
び
条
数
［
条
（A

rticle

）
の
始
め
と
終
わ
り
等
］
を
掲
げ
る

に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
章  

総
則
（General Provisions

）［
第
一
条
─
第
四
条
］

第
二
章  

諸
原
則
（Principles

）　
［
第
五
条
─
第
一
一
条
］

第
三
章　

デ
ー
タ
主
体
の
諸
権
利
（Rights of the data subject
）　
［
第
一
二
条
─
第
二
三
条
］

　

第
一
節　

透
明
性
及
び
手
続
（T

ransparency and M
odalities

）　
［
第
一
二
条
］

　

第
二
節　

�

情
報
及
び
個
人
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
（Inform

ation and access to personal data

）　
［
第
一
三
条
─
第
一

（
12
）
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五
条
］

　

第
三
節　

訂
正
及
び
消
去
（Rectification and erasure

） 　
［
第
一
六
条
─
第
二
〇
条
］

　

第
四
節　

�

異
議
申
立
権
及
び
自
動
処
理
に
よ
る
個
人
に
関
す
る
決
定 

（Right to object and autom
ated individual 

decision-m
aking

）　
［
第
二
一
条
・
第
二
二
条
］

　

第
五
節　

諸
制
限
（Restrictions

）　
［
第
二
三
条
］

第
四
章　

管
理
者
及
び
処
理
者
（Controller and processor

）　
［
第
二
四
条
─
第
四
三
条
］

　

第
一
節　

一
般
的
義
務
（General obligations

）  ［
第
二
四
条
─
第
三
一
条
］

　

第
二
節　

個
人
デ
ー
タ
の
安
全
性
（Security of Personal D

ata

）　
［
第
三
二
条
─
第
三
四
条
］

　

第
三
節　

�

デ
ー
タ
保
護
影
響
評
価
及
び
事
前
の
協
議
（D

ata Protection Im
pact A

ssessm
ent and Prior Consultation

） 

［
第
三
五
条
・
第
三
六
条
］

　

第
四
節　

デ
ー
タ
保
護
責
任
者
（D

ata protection offi
cer

）　
［
第
三
七
条
─
第
三
九
条
］

　

第
五
節　

行
動
規
範
及
び
認
証
（Codes of conduct and certification

）　
［
第
四
〇
条
─
第
四
三
条
］

第
五
章　

�

第
三
国
又
は
国
際
機
関
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
（T

ransfers of personal data to third countries or 

international organisations

）　
［
第
四
四
条
─
第
五
〇
条
］

第
六
章　

独
立
監
督
機
関
（Independent supervisory authorities

）　 ［
第
五
一
条
─
第
五
九
条
］

　

第
一
節　

独
立
の
地
位
（Independent status

）　
［
第
五
一
条
─
第
五
四
条
］

　

第
二
節　

管
轄
、
職
務
及
び
権
限
（Com

petence, T
asks and Pow

ers
）　
［
第
五
五
条
─
第
五
九
条
］
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第
七
章　

協
力
及
び
一
貫
性
（Cooperation and consistency

） ［
第
六
〇
条
─
第
七
六
条
］

　

第
一
節　

協
力
（Cooperation

）　
［
第
六
〇
条
─
第
六
二
条
］

　

第
二
節　

一
貫
性
（Consistency

）　
［
第
六
三
条
─
第
六
七
条
］

　

第
三
節　

欧
州
デ
ー
タ
保
護
委
員
会
（European D

ata Protection Board

）　
［
第
六
八
条
─
第
七
六
条
］

第
八
章　

救
済
、
法
的
責
任
及
び
罰
則
（Rem

edies, liability and penalties

）　
［
第
七
七
条
─
第
八
四
条
］

第
九
章　

�

特
別
な
取
扱
状
況
に
関
す
る
規
定
（Provisions relating to specific processing situations

）　
［
第
八
五
条
─

第
九
一
条
］

第
一
〇
章　

委
任
行
為
及
び
実
施
行
為
（D

elegated acts and im
plem

enting acts

）　
［
第
九
二
条
・
第
九
三
条
］

第
一
一
章　

最
終
条
項
（Final Provisions

）　
［
第
九
四
条
─
第
九
九
条
］

五　

日
本
に
お
け
る
検
討
課
題
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
み
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
国
際
的
議
論
は
、
激
し
く
動
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日

本
に
お
け
る
諸
課
題
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
概
観
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ
た
字
数
を
既
に
超
え
て
い
る
上
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
内
容
を
対
象
に
す
る
と
、
更
に
大
幅
に
超

過
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
検
討
は
、
別
途
行
う
こ
と
に
す
る
。

（
13
）
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六　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
条
例
と
国
際
動
向

本
稿
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
沿
革
と
現
状
・
将
来
を
次
の
よ
う
な
三
つ
の
段
階
に
分

け
て
検
討
し
た
。

　

・
第
一
段
階　

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
各
国
デ
ー
タ
保
護
法
の
制
定

　

・
第
二
段
階　

一
九
九
五
年
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
採
択
・
発
効

　

・
第
三
段
階　

二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
採
択
・
施
行

日
本
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
状
況
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
て
き
て
い
る
と
い
う

点
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
第
一
段
階
に
あ
る
と
言
え
る
。
前
述
の
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
し
て
い
る
中
で
、
保
護
水
準
を
共
通
化
す
る
試
み
も
出
て
き
て
い
る
。
日
本
の
地
方
公
共
団
体
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
が
一
九
七
〇
年
代
中
葉
以
降
、
個
人
情
報
保
護
条
例
（
筆
者
も
関
わ
っ
た
情
報
公
開
条

例
も
含
め
て
）
の
分
野
に
お
い
て
、
先
進
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
特
に
個
人
情
報
保
護
制
度
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
共
通
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
た
欧

州
連
合
は
、
共
通
化
と
い
う
よ
り
も
統
一
化
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
国
の
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
は
、
欧
州
連
合
と
の
間
で
類

似
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
に
は
約
二
〇
〇
〇
の
個
人
情
報
保
護
制
度
が
あ
り
、
定
義
や
解
釈
が
異
な
る
た
め
個
人
情
報
の
有
効
活
用
・
連
携
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が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
個
人
情
報
保
護
法
制
度
二
〇
〇
〇
個
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
・
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
も
国
際
動
向
・
国
際
環
境
等
も
研
究
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公

共
団
体
に
相
応
し
い
制
度
を
構
築
す
る
努
力
を
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
（
筆
者
は
そ
の
一
端
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
し
て
き
た
）。

し
か
し
、
最
近
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
耳
に
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
打
ち
出
す
の
か
、
そ
の
責
務
の
一
斑
は
地
方
公
共
団
体
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
）　

こ
の
時
期
及
び
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
多
く
の
機
会
に
論
じ
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
堀
部
政
男
『
現
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
）
及
び
同
『
自
治
体
情
報
法
』（
学
陽
書
房
、
一
九
九
四
年
）
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
中
葉
ま
で
の

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
条
例
を
全
国
的
に
分
析
し
た
自
治
大
臣
官
房
情
報
管
理
官
室
監
修
『
個
人
情
報
保
護
対
策
の
現
状
と
課
題
―
個
人
情
報
保

護
対
策
研
究
会
中
間
報
告
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
六
年
）、
同
室
監
修
『
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
対
策
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一

九
八
七
年
）
参
照
（
筆
者
は
、
こ
の
研
究
会
の
座
長
と
し
て
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
た
）。

（
2
）　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
機
会
に
論
じ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
堀
部
政
男
「
ま
え
が
き
―
情
報
通
信
法
制
の
現
段
階
と
展
望
―
」、
堀
部

政
男
編
著
『
情
報
通
信
法
制
の
論
点
分
析
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）
ｉ
頁
以
下
、
同
「
情
報
通
信
の
進
展
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保

護
の
展
開
」、
同
『
情
報
通
信
法
制
の
論
点
分
析
』
三
頁
以
下
参
照
。

（
3
）　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
機
会
に
論
じ
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
堀
部
政
男
「
国
際
的
水
準
の
意
義
」、
消
費
者
庁
『
個
人
情
報
保
護
制

度
に
お
け
る
国
際
的
水
準
に
関
す
る
検
討
委
員
会
・
報
告
書
』（
二
〇
一
二
年
）
五
五
頁
以
下
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

（
4
）　

一
九
九
一
年
一
二
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
「
欧
州
連
合
条
約
」（T

reaty on European U
nion

）（
一

般
に
「
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
」（M

aastricht T
reaty

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
の
締
結
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
、
一
九
九
二
年
二
月
に
こ
の
条
約
が

調
印
さ
れ
た
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
は
、
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
発
効
し
、
欧
州
連
合
（European U

nion, EU

）
が
発
足
し
た
。

（
5
）　

本
稿
執
筆
時
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
実
施
の
国
民
投
票
で
離
脱
が
過
半
数
を
占
め
た
英
国
を
含
め
二
八
ヵ
国
で
あ
る
（
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル

（
14
）
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ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、

キ
プ
ロ
ス
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
マ
ル
タ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
）

（
6
）　

堀
部
政
男
『
現
代
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
前
掲
注
1
）
六
二
頁
以
下
参
照
。

（
7
）　

欧
州
各
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
検
討
し
て
き
て
い
る
が
、
最
近
ま
で
の
各
国
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
関
係
法
の
制
定
状
況
に
つ
い
て

は
、
網
羅
的
で
、
信
頼
で
き
る
次
の
調
査
を
参
照
さ
れ
た
い
。Greenleaf, Graham

, Global T
ables of D

ata Privacy Law
s and Bills 

（5th 
Ed2017

） （January 31, 2017

）. （2017

） 145 Privacy Law
s &

 Business International Report, 14-26. A
vailable at SSRN

 : https://
ssrn.com

/abstract=2992986

（
8
）　

本
稿
で
使
っ
て
い
る
文
献
・
資
料
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
努
力
を
し
て
収
集
し
て
き
て
い
る
が
、
一
九
九
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令

提
案
は
、
そ
の
公
表
直
後
に
私
の
研
究
室
に
郵
送
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
代
・
一
九
八
〇
年
代
に
欧
米
の
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
、

国
際
的
会
議
へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
知
合
い
が
で
き
、
そ
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日
の
資
料
収
集
の
容
易
性
・
簡
便
性
と
は
雲
泥
の
差

が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
9
）　

指
令
の
法
的
性
格
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
発
効
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
（T

reaty of Lisbon

）
後
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
（T

reaty on the 
Functioning of the European U

nion

）
第
二
八
八 

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

堀
部
政
男
「
情
報
通
信
の
進
展
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
の
展
開
」（
前
掲
注
1
）
二
七
頁
等
参
照
。

（
11
）　https://w

w
w

.eugdpr.org/gdpr-tim
eline.htm

l

（
12
）　

日
本
語
訳
と
し
て
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
情
報
経
済
社
会
推
進
協
議
会
（JIPD

EC

）「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
自
然
人
の
保
護
及
び
当

該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
転
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
欧
州
理
事
会
規
則 

（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）（
仮
日
本
語
訳
）」（
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
タ

イ
ト
ル
等
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
石
井
夏
生
利
『
新
版
個
人
情
報
保
護
法
の
現
在
と
未
来
―
世
界
的
潮
流
と
日
本
の
将
来
像
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
一
七
年
）
四
七
頁
以
下
参
照
。
前
文
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
夏
井
高
人
訳
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
合
研
究
所　

https://rp.kddi-research.jp/
article/GN

2016001

が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
概
要
は
様
々
な
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
も
関
わ
っ
た
「
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護

規
則
施
行
へ
の
対
応
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
」
二
〇
一
七
年
八
月
号
の
み
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
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（
13
）　

Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
本
部
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
制
度
改
正
大
綱
」（
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
六
月
二
四
日
）（w

w
w

.
kantei.go.jp/jp/singi/it2/info/h260625_siryou2.pdf

）
参
照
。

（
14
）　

別
の
観
点
か
ら
も
、
堀
部
政
男
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
と
改
正
個
人
情
報
保
護
法
～
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
の
新
側
面
と
地
方
公
共
団
体

の
課
題
～
」、「
住
民
行
政
の
窓
」
二
〇
一
六
年
一
月
号
一
九

－

二
〇
頁
で
論
じ
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
・
個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
長
）
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